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地域自主防犯活動活発化促進事業 

実施結果報告書 

 

１団体名 野立学区女性リーダー会 

２事業名 野立学区子どもの安全推進事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３事業実施 

結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子ども、女性の安全対策のための事業として、防犯対策の活発化、防犯啓

発、地域連携、犯罪防止を目的とした環境整備等、多角的に防犯活動を行っ

た。 

 

１ 子どもの見守り活動の体制強化 

２ 子どもとその保護者に向けた啓発活動の実施 

３ 女性に向けた啓発活動の実施 

４ 企業と連携した防犯活動の実施 

 

１ 子どもの見守り活動の体制強化 

  活動区域は、野立小学校区であり、これまでも児童の登下校時を中心に

見守り活動を行ってきたが、今回の事業を機会に、児童から「野立学区女

性リーダー会」であることが一目で分かるように、それぞれ記名のベスト

やジャンパー、帽子で統一し、自主ボランティア団体としての意識強化を

図った。 

 

２  子どもとその保護者に向けた啓発活動の実施 

（１）熱田区民まつりにおける防犯キャンペーン（10/14） 

白鳥庭園において開催された平成 30 年あつた区民まつりにおいて、

熱田警察署員とともに、警察ブースを中心に庭園を訪れた地域住民に対

し、子どもの連れ去り被害防止や痴漢、盗撮の被害防止を訴える広報啓

発活動を行った。 
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４成果と課題 

  及び今後の 

  取組 

 

 

（２）イオンモール熱田店における防犯キャンペーン(10/15) 

   熱田警察署が主催する「秋の安全なまちづくり県民運動キャンペー

ン」において、野立学区女性リーダー会も参加し、来店客に向けてチラ

シやポケットティッシュ等の啓発品を配布し防犯意識の高揚を図った。 

 

 

 

 

 

 

 
 

（３）イオンモール熱田店における防犯キャンペーン(11/14)  

   熱田警察署が主催する「しっかり守ろう&守ろうルールキャンペー

ン」において、野立学区女性リーダー会も参加し、来店客に向けてチラ

シやポケットティッシュ等の啓発品を配布し防犯意識の高揚を図った。 

３ 女性に向けた啓発活動の実施 

    毎月１回(８月９日、９月４日、10 月２日、11 月 13 日、12 月４日)、 

日比野交差点において女性を対象とした被害防止キャンペーンを行い、チ

ラシやポケットティッシュ等の啓発品を配布し、被害防止を訴えた。 

 

 

 

 

 

 
 

４ 企業と連携した防犯活動の実施 

    学区のコミセン、企業等にポスター掲示を要請し協力を得た。  
 

（１）事業実施の成果及び課題 

今回、各種事業を行ったことで、小学校児童をはじめ、地域住民に対

し、犯罪被害の現状や怖さを訴えたほか、被害防止に向けどんなことに

注意をすれば被害防止につながるかを広く周知できた。 

（２）今後の取組 

今後も、引き続き児童の見守り活動を継続し、子ども達が安心して登

下校できるようにするほか、女性が被害者となる犯罪を１件でも減少さ

せることができるように、今後も今回の啓発活動を継続していくことで

女性に関する犯罪被害の根絶を図る。 

 


